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3）【図5】アプリに戻ります。「カメラのWi-Fiをセットする」をタップします。
4）【図6】使用ルーターのWi-Fiを選択し、Wi-Fiパスワードを入力して「接続」をタップします。
5）【図7】接続画面にかわった後ネットワークの許可申請がポップします。
　「接続」をタップします。
6）【図8】カメラの名称を設定します。
　 ③に任意の名前を入力し「Next Step」をタップすると「新しいカメラ」が
　 任意の名称に変更されます。
　 ※Ⓐをタップするとライブ映像が確認できます。

※microSDカードは
　印字面を上にして
　挿入してください。

型番　UT-132Σ基板完成実用ユニット

製品取扱説明書
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⑪

① 本製品は基板の改造を目的とした自作用の基板ユニットではございません。
② 本製品はバッテリーを搭載しています。ご使用いただく前に、必ず充電してからご使用ください。
③ 電子回路（プリント基板）の回路図や基板パーツ一部の提供はおこなっておりません。
④ 製品付属の取扱説明書以外の使用方法や取付・設置に対するサポートはおこなっておりません。
⑤ 製品の特性上、アフターサポートは製品到着後の初期不良のみのご対応となります。
⑥ ご使用時の事故・トラブルによる損害等、販売元は一切責任を負いません。
⑦ ご使用は全て自己の責任となりますので予めご了承のうえお買い求めください。
⑧ ご使用時は基板が発熱しますので、設置場所に十分ご注意ください。
⑨ 保存処理および内部処理に時間がかかる場合がありますので、連続したボタン操作には数秒の間隔をあけてください。
⑩ ステータスランプの色やファイル生成時間は、改良のため予告なく変更となる場合がございます。

■ ご使用前に必ずお読みください】

■ 充電方法
・電源OFFの状態で本体のUSB接続口⑥に付属のUSB接続ケーブルとACアダプター（別売）またはモバイルバッテリー（別売）で
　充電します。
・バッテリーが空の状態より約４時間を目安に充電してください。
【外部電源機能について】
・本製品は、ACアダプター（別売）やモバイルバッテリー（別売）を接続すれば、バッテリー残量を気にすることなく、充電しながら使用
　できます。
　※電源ONの状態で充電や外部電源を使用すると充電ランプ（緑）①が点灯します。バッテリーの充電が完了すると消灯します。
　※パソコン等との接続（バスパワー接続）では外部電源機能は使用できません。

Ver.01
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■ご準備と注意事項

●本製品は、専用アプリにてWi-Fi接続で使用するビデオカメラになります。
　ご使用の際は、はじめに専用アプリをスマートフォンにインストールし、Wi-Fi接続の上、録画設定をおこなってから
　ご使用ください。
●本製品とスマートフォンの両方がWi-Fiルーターに接続している場合のみ使用可能です。
　またWi-Fiは、2.4GHzのみの対応で、5GHｚでは接続できません。ご使用時はスマートフォンのWi-Fiが2.4GHzに
　接続されていることをご確認ください。

■専用アプリケーション『HDLIVECAM』をインストール
※【専用アプリケーション】の説明および画面は「iPhone」のものになります。
　「Android」では多少表示が異なります。
【iOS】・App Storeにて『HDLIVECAM』を検索し、専用アプリをインストールします。
【Android】・Google Playにて『HDLIVECAM』を検索し、専用アプリをインストールします。

専用アプリケーションのインストール

Wi-Fi接続

HDLIVECAM

■電源操作（Wi-Fi接続の待機）とアドレス登録
・本体の電源スイッチ⑤をONにスライドするとWi-Fiランプ（青）②が点滅します。
・待機状態でアプリを起動し、新規登録を選択。メールアドレスの登録とパスワードを設定します。

■デバイスの追加
1）【図1】①「+」➡②「APモードで追加」➡【図2】「Next Step」➡【図3】「Wi－Fiを設定する」の順にタップします。
2）【図4】スマホの設定から「Care-APXXXXXXXXX」に接続します。

【図１】

【図7】

【図3】【図２】

【図6】

【図4】

【図5】

■ microSDカードのフォーマット

　64GB以上のmicroSDカードが認識されない場合は、SDカードフォーマッター『FAT32-formatter.exe』でフォー　
　マットし直してください。SDカードフォーマッターは、製品サポートページよりダウンロードする必要があります。

(1) 使用するmicroSDカードをパソコンに挿入し、SDカードフォーマッター『FAT32-formatter.exe』を開きます。
(2) 使用するmicroSDカードが挿入されたドライブを選択し、一番下の「開始」ボタンをクリックします。
(3) フォーマットが完了したら「完了」ボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。
　※フォーマットできず「エラー」が出る場合は、パソコン側で一度フォーマットを行ってから再度お試しください。
　　本機能を使用するとmicroSDカードに保存されている全てのデータが削除されますのでご注意ください。

Ⓐ

【図8】
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【図16】

共有機能の使用説明

1）【図9】マイデバイスの❶「設備共有」をタップします。
2）【図15】17「家族とカメラを共有する」をタップして開きます。
3）【図15】「QRコードで共有」または「アカウントで共有」を選択します。
4）２台めのスマートフォンに『HDLIVECAM』をダウンロードし、QRコードをスキャンすると、リアルタイムビデオを共有できる
　ようになります。
※QRコードリファレンスだけで、有効ではありません。ご使用のスマートフォンから自分のQRコードをスキャンしてください。

アプリのインターフェイス 動体検知の使用説明

http://www.islink.jp/sp/製品サポートページ

イズリンク株式会社
輸入・販売元

〒332-0034 埼玉県川口市並木3-9-1 第二永新ビル４F

support@islink.jp
カスタマーサポート窓口

営業時間平日10:00～17:00

■タイムスタンプ（日時設定）について
 ・Wi-Fi 経由でアプリに接続すると、自動でアプリを使用しているスマートフォンの日時と連動します。
　microSDカードの日時も連動しますが、本体の電源をOFFにするとリセットされるため、再接続する必要があります。

■アプリでの動画撮影
 ・【図10】ライブ画面の❾「動画撮影」をタップすると録画をスタートし、再度タップするとアプリ内にデータを保存し、撮影を 
　停止します。
 ・「ローカルアルバム」➡「ローカルビデオ」の順に選択すると、アプリ内に保存されているデータを再生できます。

■アプリでの写真撮影
 ・【図10】ライブ画面の10「写真撮影」をタップすると、写真を１枚撮影し、アプリ内に保存します。

■microSDカードへの録画
・microSDカード挿入口⑩にmicroSDカードを挿入し、本体の電源スイッチ⑤をONにすると、Wi-Fiの接続の有無にかかわらず録画
　を開始します。
　※本体で撮影されたデータは一定時間ごとに１ファイルずつmicroSDカードに保存されます。
・【図９】❺「microSDカード　」をタップすると、microSDカードに保存された動画をアプリ内で確認できます。

★ご注意★
録画したmicroSDカード内のデータはフォルダ名「0」内に保存されますが、一度録画を終了して再度録画を開始すると、
先に録画したデータのフォルダ「0」ごと上書きされ、消去されます。
そのためmicroSDカードに録画したデータを保存する際は、PC等に移行させるか、保存したいデータのフォルダ名を
「0」以外の名前に書き換えて保存してください。

■リセット方法
・電源が入らなかったり、動作が不安定、フリーズ状態や正しい操作ができない場合などは、リセット処理をおこなってください。
・リセットボタン⑥を約７秒間長押しすると、Wi-Fiランプ（青）②と電源ランプ（赤）③が同時に約１０秒間点滅後、ランプ（青）②点滅+電源（赤）③
　点灯に変わり、リセット処理が完了します。

撮影について（アプリ内撮影／microSDカード）

■Wi-Fi撮影について
※専用アプリでの撮影は、ご利用の通信環境等により、カメラと通信が止まったり、遅延したり
　コマ落ちするなど、正常に接続できない場合があります。（有効距離：約15m）
■専用アプリについて
※スマートフォンOSのアップデートにより専用アプリが正常に動作しなくなる可能性があります。
※OSアップデートに伴う動作不良や、専用アプリのアップデート対応に関しまして、当社では保証
　いたしかねます。
※専用アプリのアップデートや変更により、対応OSや一部機能、詳細設定などが変更となる場合が
　あります。そのため専用アプリのサポートは、対象外とさせていただきます。
※本取扱説明書に記載されていない設定などに関して、サポートの対象外とさせていただきます。

1）【図9】マイデバイスの❻「設定 　」をタップします。
2）【図11】15「アラート」をタップして開きます。
3）【図12】アラートの設定から「モーション検知」をON、「感度」・「周波数通知」を「高」、サイレンをONに設定し、「保存」をタップ
　 します。
4）【図11】「設定」画面に戻り16「通知」をタップします
5）【図13】通知の設定から「通知を発する」・「アプリ内フルスクリンアラート」をONに設定し、 「保存」をタップします。
6）【図14】動きを検知すると通知され、画面の「　」をタップするとリアルタイムで確認することができます。

【図9】

【図11】 【図12】 【図13】 【図14】

【図15】
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※【図9】Ⓐをタップすると【図10】の画面に移行します。
　Ⓐはライブ画面となり、【図10】でアプリ操作ができます。

【図17】
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イズリンク株式会社
輸入・販売元

〒332-0034 埼玉県川口市並木3-9-1 第二永新ビル４F

support@islink.jp
カスタマーサポート窓口

営業時間平日10:00～17:00

■タイムスタンプ（日時設定）について
 ・Wi-Fi 経由でアプリに接続すると、自動でアプリを使用しているスマートフォンの日時と連動します。
　microSDカードの日時も連動しますが、本体の電源をOFFにするとリセットされるため、再接続する必要があります。

■アプリでの動画撮影
 ・【図10】ライブ画面の❾「動画撮影」をタップすると録画をスタートし、再度タップするとアプリ内にデータを保存し、撮影を 
　停止します。
 ・「ローカルアルバム」➡「ローカルビデオ」の順に選択すると、アプリ内に保存されているデータを再生できます。

■アプリでの写真撮影
 ・【図10】ライブ画面の10「写真撮影」をタップすると、写真を１枚撮影し、アプリ内に保存します。

■microSDカードへの録画
・microSDカード挿入口⑩にmicroSDカードを挿入し、本体の電源スイッチ⑤をONにすると、Wi-Fiの接続の有無にかかわらず録画
　を開始します。
　※本体で撮影されたデータは一定時間ごとに１ファイルずつmicroSDカードに保存されます。
・【図９】❺「microSDカード　」をタップすると、microSDカードに保存された動画をアプリ内で確認できます。

★ご注意★
録画したmicroSDカード内のデータはフォルダ名「0」内に保存されますが、一度録画を終了して再度録画を開始すると、
先に録画したデータのフォルダ「0」ごと上書きされ、消去されます。
そのためmicroSDカードに録画したデータを保存する際は、PC等に移行させるか、保存したいデータのフォルダ名を
「0」以外の名前に書き換えて保存してください。

■リセット方法
・電源が入らなかったり、動作が不安定、フリーズ状態や正しい操作ができない場合などは、リセット処理をおこなってください。
・リセットボタン⑥を約７秒間長押しすると、Wi-Fiランプ（青）②と電源ランプ（赤）③が同時に約１０秒間点滅後、ランプ（青）②点滅+電源（赤）③
　点灯に変わり、リセット処理が完了します。

撮影について（アプリ内撮影／microSDカード）

■Wi-Fi撮影について
※専用アプリでの撮影は、ご利用の通信環境等により、カメラと通信が止まったり、遅延したり
　コマ落ちするなど、正常に接続できない場合があります。（有効距離：約15m）
■専用アプリについて
※スマートフォンOSのアップデートにより専用アプリが正常に動作しなくなる可能性があります。
※OSアップデートに伴う動作不良や、専用アプリのアップデート対応に関しまして、当社では保証
　いたしかねます。
※専用アプリのアップデートや変更により、対応OSや一部機能、詳細設定などが変更となる場合が
　あります。そのため専用アプリのサポートは、対象外とさせていただきます。
※本取扱説明書に記載されていない設定などに関して、サポートの対象外とさせていただきます。

1）【図9】マイデバイスの❻「設定 　」をタップします。
2）【図11】15「アラート」をタップして開きます。
3）【図12】アラートの設定から「モーション検知」をON、「感度」・「周波数通知」を「高」、サイレンをONに設定し、「保存」をタップ
　 します。
4）【図11】「設定」画面に戻り16「通知」をタップします
5）【図13】通知の設定から「通知を発する」・「アプリ内フルスクリンアラート」をONに設定し、 「保存」をタップします。
6）【図14】動きを検知すると通知され、画面の「　」をタップするとリアルタイムで確認することができます。

【図9】

【図11】 【図12】 【図13】 【図14】

【図15】
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【図10】
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❶ 設備共有
❷ カメラの初期設定
❸ アラート
❹ クラウド（別売）
❺ microSDカード
❻ 設定
Ⓐ モニター画面

❼ 設定(動画サイズ他）
❽ スピーカー
❾ 動画撮影（アプリ内保存）
10 写真撮影（アプリ内保存）
11 フルスクリーン表示
12 画面上下方向調節
13 画面左右方向調節
14 アラート

❶

❷ ❸ ❹ ❺ ❻
Ⓐ

Ⓐ

※【図9】Ⓐをタップすると【図10】の画面に移行します。
　Ⓐはライブ画面となり、【図10】でアプリ操作ができます。

【図17】
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